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自然共生サイトの登録申請について 

 

 

１．自然共生サイトとは  

地域生物多様性増進法に基づき、企業や地方公共団体等が作成する、生物多様性

の維持・回復・創出に資する「活動実施計画」を国が認定し、当該計画の実施区域を

「自然共生サイト」と呼びます。 

自然共生サイトは、国立公園等の保護地域を除き、生物多様性保全に資する地域 

（OECM：Other Effective area-based Conservation Measures）として、国際データ 

ベースに登録されます。 
 

■■■ what?? 30by30 ■■■  

2030年までに、 陸と海の 30％以上を健全な生態系として効果的に保全しようとする 

目標のこと。 国立公園などの保護地域の拡張と管理の質の向上だけでなく、保護地域 

以外で生物多様性保全に資する地域を自然共生サイトとして認定・管理することで達成 

していこうとするもの。 

 

２．千歳市の現状  

環境省の「生物多様性見える化マップ」によると、 

本市に占める保護地域は 38.8％であり、「30by30」で

目指すべき保護面積（本市の面積 59,450ha の 30％≒

約 17,800ha）を上回っています。 

なお、本市における自然共生サイトは、北海道キッコ

ーマン工場が自社敷地内の森林 2.56ha について認定

されているのみです。 

近年の地球温暖化を起因とする気候変動の影響

は、世界的に深刻な自然災害をもたらしており、生態系 

保全の重要性が一層高まっている状況を踏まえ、本市は、目標をすでに上回っていますが、生物多様性の

維持とともに、カーボンニュートラルの実現に向けた取り組みを推進するため、保護エリアを拡大していく

必要があります。 

 

３．登録目的・候補地  

（１）登録目的 

本市の貴重な水源涵養エリアを保全するため、自然共生サイトに登録し、企業や団体、行政が一体と

なり、生物多様性の維持・回復・創出に資する活動を通じて、豊かな自然環境を後世に繋げることを  

目的とします。 
 

（２）登録候補地 

次の２つのエリアを登録候補地とします。 

a 美々川源流部周辺：ラムサール条約登録湿地であるウトナイ湖に注がれる貴重な河川であり、古く

から開発の進んだ石狩低地帯にあって原始状態の河川景観を有する数少ない

自然河川である。 

b 内別川源頭部周辺：千歳市自然環境保全地区のうち、厳格に保護・保全する地区として、第１種自然

環境保全地区に指定している。 
 

なお、令和８年度は、「a 美々川源流部周辺」の登録を目指します。 

  

保護地域及びOECMの割合      生態系タイプカバー率 

資料３ 
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【位置図】 

 
 

４．認定基準 等  

（１）計画認定 

地域生物多様性増進法には、2つの計画認定制度があります。 
 
①増進活動実施計画     企業等が作成する生物多様性の維持・回復・創出に資する活動計画 

②連携増進活動実施計画  市町村が取りまとめ役として地域の多様な主体と連携して行う活動計画 
 

また、認定の対象となる活動は、3つの類型があります。 
 
[維持タイプ] すでに良好な生物多様性が存在する場を維持する活動。 

[回復タイプ] 過去に生物多様性が豊かであったが、その多様性が損失した場または損失が進行している場所に 

おいて、その多様性を回復する活動。 

[創出タイプ] 現在、生物多様性を欠いている場所において、その地域に在来の動植物が生息・生育することが 

できるような自然環境等を整備することにより、生物多様性を創出する活動。 
  

今回は、「②連携増進活動実施計画（維持タイプ）」での認定を目指します。 
 

（２）生物多様性の価値 

「維持タイプ」として認定を受けたい実施区域は、「生物多様性の価値」があるとして認められる必要

があります。「生物多様性の価値」には、次の９項目があります。 
 

①公的機関によって、生物多様性保全上の重要性が既に認められている場 

②原生的な自然生態系が存する場 

③二次的な自然環境に特徴的な生態系が存する場 

④生態系サービス提供の場であって、在来種を中心とした多様な動植物種からなる健全な生態系が存する場 

⑤伝統工芸や伝統行事といった地域の伝統文化のために活用されている自然資源の場 

⑥希少な動植物種が生息生育している場あるいは生息生育している可能性が高い場 

⑦分布が限定されている、特異な環境へ依存するなど、その生態に特殊性のある種が生息生育している場又は

生息生育の可能性が高い場 

⑧越冬、休息、繁殖、採餌、移動（渡り）など、動物の生活史にとって重要な場 

⑨既存の保護地域または認定地域に隣接する若しくはそれらを接続するなど、緩衝機能や連続性・連結性を高め

る機能を有する場 
 

本市が認定を目指しているエリアは、上記項目を満たし得る潜在性を有しています。 

  

（千歳駅） 

 

a 美々川源流部周辺 

 

b 内別川源頭部周辺 

（新千歳空港） 
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５．維持活動  

（１）動植物のモニタリング活動 

（２）清掃等の環境保全活動 

（３）登録エリアに関する教育活動 

 

６．協議会設立  

前述の活動を地域主体で継続的に推進するため、次のとおり、企業・団体・行政による協働体制を構築

しました。 
 

【協議会名称】千歳市自然共生サイト推進協議会 

【設 立 日】令和８年７月３０日 

【協議会構成】公立千歳科学技術大学、セイコーエプソン株式会社、Rapidus 株式会社、日本野鳥の会、 

千歳の自然保護協会、ふる里の自然を考える会、しこつ湖自然体験クラブ＊トゥレップ、 

千歳市民の飲み水を守る会、千歳市 

 

７．スケジュール  

R8.9月下旬 申請 

R9.2月頃 認定 

R9.2月下旬 千歳市環境審議会 報告、厚生環境常任委員会 報告 
 


